
デバイスの設置

このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「標準の警告文」に記載されている

安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

Cisco NCS 540のインストールには、次のタスクが含まれます。

Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、N540-28Z4C-SYS-A/D、
N540-12Z20G-SYS-A/D、N540X-12Z16G-SYS-A/D、および N540X-16Z4G8Q2C-A/の各バリア
ントのインストール手順はいずれも類似しているため、ルータ間の違いが具体的にコールアウ

トされています。

図は参照目的でのみ使用され、お使いの Cisco NCS 540バリアントによって異なる場合があり
ます。

（注）

•ラックの互換性（2ページ）
•ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ（4ページ）
•エアーフィルタの取り付け（18ページ）
•デバイスの接地（33ページ）
• AC電源ケーブルの取り付け（34ページ）
• DC電源ケーブルの取り付け（36ページ）
•ポート接続に関する注意事項 （39ページ）
•コンソールポートへの接続（39ページ）
•管理イーサネットポートへの接続（42ページ）
•タイミングケーブルの接続（43ページ）
• GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続（45ページ）
•トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し（46ページ）
•インターフェイスポートの接続（56ページ）
•トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス（56ページ）
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ラックの互換性
次のラック仕様に従うことを推奨します。

ラックタイプ
図 1 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

表 1 :ラック仕様 EIA（19インチおよび 23インチ）

マウントフラン

ジの距離（Z）
ラック取り付け穴

の間隔（Y）
ラック前面の開口

（X）
ラックタイプ支柱タイプ

48.2 cm（19イン
チ）

46.5 cm（18.31イ
ンチ）

45 cm（17.75イン
チ）

48.3 cm（19イン
チ）

4支柱

2支柱

58.4 cm（23イン
チ）

56.6 cm（22.31イ
ンチ）

55.24 cm（21.75
インチ）

58.4 cm（23イン
チ）

4支柱

2支柱
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図 2 : 4支柱ラックタイプ
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図 3 : 2支柱ラックタイプ

ラックまたは壁面でのデバイスのセットアップ
Cisco NCS 540は、ラックにセットアップするか、壁付けするかを選択できます。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

ラックマウント

デバイスには、デバイスの側面で固定されるラック取り付け用ブラケットが付属しています。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキがかかっているか、または別の方法でラックが

固定されていることを確認してください。

注意
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表 2 : Cisco NCS 540ルータのラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M4 X 0.7 X 6 mmフラットヘッドネジ8

M3 x 0.5 x 4 mmのさらネジ31

1
上部カバーまたは NEBSキットは、エアーフローを向上させるためのオプションのアク
セサリであるため、標準的なパッケージには含まれていない場合があります。

デバイスは、新しいケーブル管理ブラケットに同梱されています。従来の長いケーブル管理ブ

ラケットが必要な場合は、A920-CBL-BRKT-Hを注文する必要があります。
（注）

表 3 : N540X-16Z4G8Q2C A/Dルータラックマウントキット

部品数量

ラックマウントブラケット2

M3 X 0.5 X 6 mmフラットヘッドネジ8

手順

ステップ 1 （オプション）M3ネジを使用して、上部カバーまたは NEBSキットをシャーシに取り付けます。

ステップ 2 次の手順に従って、ラックマウントブラケットとケーブルガイドをルータに取り付けます。

a) ルータにポート側吸気モジュールがある場合は、ポートがコールドアイル側になるようにルータを配

置します。

b) 穴が揃うように、ブラケットの耳をシャーシ側の前面または中央のラックマウントの位置に合わせま
す。

c) 4本のM4ネジを使用してブラケットをシャーシに取り付けます。
d) ステップ 1bと 1cを繰り返して、ルータの反対側にもう一方のラックマウントブラケットを取り付け
ます。
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図 4 :ラックマウントブラケットの取り付け

ラックマウントブラケット2上部カバーまたは NEBSキット1

。-電源装置3

図 5 :前面のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 6 :中央のケーブル管理と 19インチラックマウントブラケットの取り付け

図 7 :中央に 19インチラックマウントブラケットを取り付ける（N540X-16Z4G8Q2C-A/D）
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表 4 :中央にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-118409-011

848-1363-012

図 8 : 19インチラックマウントブラケットが中央に取り付けられ、ケーブル管理ブラケットが前面にある N540X-16Z4G8Q2C-A/D
シャーシ

表 5 :中央にラックマウントブラケットを取り付け、前面にケーブル管理ブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-119475-021

448-1363-012

2700-05613-013

248-0654-014
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図 9 : N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ、中央に 19インチラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックに設置

表 6 : 2支柱 19インチラックの中央にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

448-101690-011
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図 10 :前面に 19インチラックマウントアングルが取り付けられた N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ

表 7 :前面にラックマウントブラケットを取り付ける際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-118409-011

848-1363-012
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図 11 : N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ、前面に 19インチラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックに設置

表 8 :前面にラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックマウントブラケットに設置する際の要件

数量部品番号シリアル番号

448-101690-011
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図 12 :前面に 19インチラックマウントブラケットとケーブル管理ブラケットを取り付けた N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ

表 9 :前面に取り付けたラックマウントブラケットと前面のケーブル管理ブラケットを設置する際の要件

数量部品番号シリアル番号

2700-05613-011

248-0654-012
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図 13 :前面のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け

図 14 :中央のケーブル管理と 23インチラックマウントブラケットの取り付け
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図 15 :中央へのケーブル管理と ETSIラックマウントブラケットの取り付け

ステップ 3 次の手順で、2支柱ラックにルータを取り付けます。

a) ルータを持ち上げて 2本のラック支柱の間に配置します。
b) ラックマウントブラケットが 2本のラック支柱に接触するまで、ルータを移動します。
c) 1人がシャーシを水平に持っている間、もう 1人が 2本のネジ（ラックのタイプに応じて 12-24または

10-32ネジ）を 2つのラックマウントブラケットに差し込んで（合計 4本のネジを使用）、垂直ラック
の取り付けレールのケージナットまたはネジ穴にネジを通します。

d) 10-32ネジは 20インチポンド（2.26 N·m）で締め、12-24ネジは 30インチポンド（3.39 N·m）で締めま
す。

壁面マウント

シャーシを壁に取り付ける前に、まず壁面取り付け用ブラケットとケーブルガイドをシャーシ

に取り付ける必要があります。

壁面取り付けは、Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、N540X-ACC-SYS、N540-ACC-SYS、
N540-28Z4C-SYS-A/D、および N540-12Z20G-SYS-A/Dの各ルータでのみサポートされていま
す。

（注）

壁面用ブラケットの取り付け

デバイスには、デバイスの側面で固定される壁面取り付け用ブラケットが付属しています。
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手順

ステップ 1 壁面取り付け用ブラケットをアクセサリキットから取り出し、デバイスの横に配置します。

（注）

図に示すようにブラケットを取り付けることができます。
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図 16 :壁面取り付け用ブラケットの取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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ステップ 2 10インチポンド（1.1ニュートンメートル）の推奨される最大トルクでデバイスにブラケットを固定しま
す。

デバイスの壁面取り付け

デバイスを取り付けるときは常に、電源が必ず上部に位置するようにしてください。（注）

デバイスおよびケーブルを確実に支えるため、デバイスを壁面の間柱、または固定した合板の

背板にしっかりと取り付けてください。

図 17 :デバイスの壁面取り付け（N540-28Z4C-SYS-D）
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デバイスを取り付ける前に、デバイスの側面にあるすべての未使用のネジ穴がネジで保護され

ていることを確認します。

注意

エアーフィルタの取り付け
ここでは、次のNCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタN540X-16Z4G8Q2C-Fを取り付
ける方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタとダストカバーがシステムに取り付けられている場合の最大動作温度は 60℃
です。

エアーフィルタとダストカバーをシステムから取り外すと、最大動作温度は 70℃ に上昇しま
す。

（注）

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて6か月ごとに交換することをお勧めします。エアーフィルタは消耗品であるため、
お客様が別途注文する必要があります。正しいエアーフィルタのPIDの確認については、TAC
にお問い合わせください。予備のエアーフィルタを用意しておくことをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（4ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

手順

ステップ 1 図に示すように、シャーシの吸気口側の上にエアーフィルタを配置します。

デバイスの設置
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図 18 :エアーフィルタの配置

（注）

エアーフィルタの上部ブラケットにある「TOPREAR」というラベルの位置を確認します。ラベルは、ルー
タのシャーシの上側に配置すべきエアーフィルタの側面を示す設置ガイドとして機能します。

ステップ 2 図に示すように、エアーフィルタを上からスライドさせて通気口を覆います。

図 19 :エアーフィルタをスライドさせる

（注）

図に示すように、エアーフィルタには 3つの磁気ポイントがあります。磁気ポイントにより、エアーフィ
ルタがルータのシャーシに固定されます。
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図 20 :磁気ポイント

エアーフィルタ（N540-FR-KIT-EG）を取り付ける（前面および側面図）
ここでは、次のNCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタN540-FR-KIT-EGを取り付ける
方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて 6か月ごとに交換することをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（4ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

手順

ステップ 1 ケーブル管理を両側の固定用 L字に取り付けます。
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図 21 :ケーブル管理の取り付け

数量

（Quantity）
部品番号パート

2800-52079-011 -ケーブル管
理

（注）

つまみネジでラックマウントブラケットとケーブル管理を固定します。
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ステップ 2 前面エアーフィルタのカバーを組み立てます。

図 22 :前面エアーフィルタ

数量

（Quantity）
部品番号パート

2800-52079-011 -ケーブル管理

1700-137145-012-エアーフィルタ前面カバー

ステップ 3 エアーバッフル（RH）の側面に取り付けられたエアーフィルタを固定します。
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図 23 :側面取り付け型エアーフィルタ

数量

（Quantity）
部品番号パート

1800-112483-021 -エアーフィル
タ

1700-137173-012 -エアーバッフ
ル

図 24 :エアーフィルタ

デバイスの設置

23

デバイスの設置

エアーフィルタ（N540-FR-KIT-EG）を取り付ける（前面および側面図）



数量

（Quantity）
部品番号パート

1700-137173-01

800-112483-02
1 -エアーバッフル -エアーフィルタのある右
側

1700-137549-012 -エアーバッフル左側

警告

エアーフィルタ付きエアーフィルタバッフルは、シャーシ吸気口の右側で組み立てる必要があります。

ステップ 4 右側および左側のエアーバッフルをシャーシに取り付けます。
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図 25 :シャーシの両側へのエアーフィルタの取り付け
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数量

（Quantity）
部品番号パート

1700-137549-01排気バッフル：1

1700-137173-01

800-112483-02
フィルタ付き右側エアーバッフル：
2

警告

シャーシをラックに取り付けるには、部品番号 48-101690-01のネジのみを使用することをお勧めします。
サイドフィルタアセンブリには他のネジを使用しないでください。

警告

光モジュールがないポートは、ダストキャップで閉じる必要があります。

エアーフィルタ（N540-FR-KT-EG-200）を取り付ける（前面および側面
図）

ここでは、次の NCS 540ルータのバリアントにエアーフィルタ N540-FR-KT-EG-200を取り付
ける方法について説明します。

• N540X-16Z4G8Q2C-A

• N540X-16Z4G8Q2C-D

エアーフィルタは 1回だけ使用できます。通常は、3か月ごとにエアーフィルタを点検し、必
要に応じて 6か月ごとに交換することをお勧めします。

（注）

始める前に

•「ラックマウント（4ページ）」の手順を完了します。

•エアーフィルタは上から取り付けるため、ルータの上に約2ラックユニットのスペースが
あることを確認します。

手順

ステップ 1 シャーシの両側に固定部を取り付け、ネジで固定します。
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図 26 :シャーシに固定部を取り付ける

数

量

部品番号パー

ト

2700-138377-011

848-1363-12

ステップ 2 N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシを、前面の 19インチラックマウントアングルを使用して、2支柱 19イ
ンチラックに取り付けます。
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図 27 : N540X-16Z4G8Q2C-A/Dシャーシ、前面に 19インチラックマウントアングルを取り付け、2支柱 19インチラックに設置

前面に取り付けられ、2支柱 19インチラックマウントブラケットに設置されたラックマウントアングルを
設置する際の要件

数

量

部品番号パー

ト

448-101690-011

ステップ 3 エアーフィルタトレイの通気部にエアーフィルタを取り付けます。
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図 28 :トレイ付きエアーフィルタ

数量

（Quantity）
部品番号パート

1800-52147-011 -エアートレイ

1800-52113-012 -エアーフィル
タ

ステップ 4 エアーフィルタをラックマウントガイドに取り付け、トレイの非脱落型ネジで締めます。
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図 29 :ラックおよびシャーシ両側へのエアーフィルタ取り付け
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数量

（Quantity）
部品番号パート

1800-52147-011 -エアートレ
イ

ステップ 5 すべての光モジュールを固定した後、エアーフィルタトレイの上にエアーフィルタカバーを取り付け、非
脱落型ネジで固定します。
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図 30 :エアーフィルタトレイに取り付けられたエアーフィルタカバー

数量

（Quantity）
部品番号パート

1700-138383-011 -エアーフィルタカ
バー
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図 31 :シャーシに取り付けられたエアーフィルタ

警告

シャーシをラックに取り付けるには、部品番号 48-101690-01のネジのみを使用することをお勧めします。
サイドフィルタアセンブリには他のネジを使用しないでください。

警告

光モジュールがないポートは、ダストキャップで閉じる必要があります。

デバイスの接地
このタスクを開始する前に、配布資料『安全上の警告』の「ESDによる損傷の防止」に記載さ
れている安全上の警告を読み、確実に理解しておいてください。

デバイスに電源を接続したり、電源をオンにしたりする前に、デバイスを適切にアース接続し

てください。
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ここでは、デバイスをアース接続する方法について説明します。アースラグはデバイスの背面

パネルにあります。

手順

ステップ 1 ローカルサイトの規則に従って、アースケーブルがラックの上部に接続されていることを確認します。

図 32 :アースラグ

ステップ 2 指定されたデュアルホールラグコネクタを使用して、シェルフアースケーブル（#6 AWGケーブル）の
一端をシャーシ背面の接地点に接続します。

a) ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがします。
b) むき出しになったアース線の端を、アースラグの開放端に差し込みます。
c) 圧着工具を使用して、アースラグにアース線を固定します。

d) シャーシのアースパッドに貼られているラベルをはがします。
e) 金属どうしがぴったり接触するように、アースラグをアースパッド上に重ね、アースラグとアース

パッドの穴に、ワッシャ付きの 2本のM4ネジを差し込みます。
f) アースラグおよびアース線が他の機器の妨げにならないことを確認します。

g) アース線の反対側の端を処理し、設置場所の適切なアースに接続して、シャーシに十分なアースが確
保されるようにします。

AC電源ケーブルの取り付け
電源スロットに AC電源ケーブルを取り付けるには、以下の手順に従います。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードをタイ [1、3]の中に差し込み、次の図の [2、4]に示すように電源コードのまわりをタイで固定
します。
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図 33 : AC電源コードへのタイおよびクリップの取り付け

（注）

これらの画像は説明を目的としたものです。Cisco NCS 540の特定のバリアントには、電源コードのタイが
含まれていません。

AC電源モジュールの有効化
AC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 各電源の前面パネルLED（PM0またはPM1）が緑色になっているかどうかを調べて、電源の動作を確認し
ます。
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ステップ 4 LEDに電源の問題が表示された場合は、「トラブルシューティング」でトラブルシューティング情報を参
照してください。

ステップ 5 冗長 AC電源も接続している場合は、2番目の電源装置に対してこの手順を繰り返します。

（注）

冗長 AC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の電源ソー
スに接続してください。

DC電源ケーブルの取り付け

DC電源を取り付けるときは、12AWG、90°Cの定格温度のケーブルを使用します。ケーブル
長は、送信元から最大 3 mにすることをお勧めします。最大 5 mのケーブルでは 10AWG、最
大 3 mのケーブルでは 12AWG、90°Cの温度定格ケーブルを使用し、その他の長さの場合はシ
スコに連絡してください。

（注）

N540X-16Z4G8Q2C-A/Dおよび N540X-16Z8Q2C-Dの場合、DC電源を取り付けるときは、14
～ 16AWG、90°Cの定格温度のケーブルを使用します。ケーブル長は、送信元から最大 3 mに
することをお勧めします。最大5 mのケーブルでは14AWG、最大3 mのケーブルでは16AWG、
90°Cの温度定格ケーブルを使用し、その他の長さの場合はシスコに連絡してください。

（注）

•建物に設置されている回路短絡（過電流）保護機能の設定が15Aを超えていないことを必
ず確認してください。

•現在の保護機能では、DCの最大定格が 10 Aの遮断器または高速動作ヒューズを使用する
ことをお勧めします。

（注）

DCコネクタまたは端子ブロックは、1.3～ 1.8 N-mのトルクが適用可能な組み込みネジおよび
ケージナットを備えています。

（注）
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図 34 :組み込みネジを備えた DCコネクタ

0.46 cm（0.18インチ）C1.88 cm（0.74インチ）A

0.36 cm（0.14インチ）D0.64 cm（0.25インチ）B

1.58 cm（0.62インチ）M

DC電源を接続するには、以下のようにします。

手順

ステップ 1 端子ブロックプラグを確認します。

ステップ 2 DC入力電源線を端子ブロックプラグに差し込みます。

ステップ 3 指定されたネジを使用して DC電源ケーブルを取り付けます。

ステップ 4 ラチェットトルクドライバを使用して、端子ブロックプラグの非脱落型ネジを締めます。次の図を参照
してください。

デバイスの設置

37

デバイスの設置

DC電源ケーブルの取り付け



図 35 : DC電源線の取り付け

（注）

これらの画像は説明を目的としたものです。Cisco NCS 540の特定のバリアントでは異なる場合がありま
す。

DC電源モジュールの有効化
DC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 遮断器のルータハンドルからテープを取り除き、遮断器のルータハンドルをオン（|）の位置にして電源
を再投入します。

ステップ 2 各電源の前面パネルLED（PM0またはPM1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源の動作を確
認します。

ステップ 3 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 冗長 DC電源も接続している場合は、2番目の電源装置に対してこの手順を繰り返します。

（注）
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冗長 DC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の電源ソー
スに接続してください。

ポート接続に関する注意事項
シャーシに応じて、Quad Small Form-Factor Pluggable Plus（QSFP+）、QSFP28、SFP、SFP+、
および RJ45コネクタを使用して、ラインカード上のポートを他のネットワークデバイスに接
続できます。

光ファイバケーブルの損傷を防ぐために、ラインカードにトランシーバを取り付けるときは、

トランシーバを光ファイバケーブルから外しておくことを推奨します。トランシーバをルータ

から取り外す前に、ケーブルをトランシーバから外してください。

トランシーバと光ケーブルの有効性と寿命を最大化するには、次の手順を実行します。

•トランシーバを扱うときは、常にアースに接続されている静電気防止用リストストラップ
を着用してください。通常、ルータを設置するときはアースされており、リストストラッ

プを接続できる静電気防止用のポートがあります。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐために、トランシーバおよび光ファイバ
ケーブルを常に埃のない清潔な状態に保ってください。減衰（光損失）は汚れによって増

加します。減衰量は 0.35 dB未満に保つ必要があります。

•埃によって光ファイバケーブルの先端が傷つかないように、取り付ける前にこれらの
部品を清掃してください。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異な
ります。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃し

てください。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所

の光ファイバ接続清掃手順に従ってください。

•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他
の汚染の原因となることがあります。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。損傷
している可能性がある場合には、清掃後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷

しているかどうかを確認してください。

コンソールポートへの接続
ルータをネットワーク管理接続するか、ルータをネットワークに接続する前に、コンソール端

末でローカルの管理接続を確立して、ルータの IPアドレスを設定する必要があります。コン
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ソールを使用して、次の機能を実行することもできます（それぞれの機能は、その接続を確立

したあとで管理インターフェイスを使用して実行できます）。

•コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用してルータを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）エージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをダウンロードする。

システムコンソールポートは、Cisco NCS 540固定ポートシャーシの初期設定を行うための
データ端末接続用のRJ-45レセプタクルです。コンソールケーブルはハードウェアとともに出
荷されます。

パッケージには RJ45/DB-9アダプタケーブルのみが付属しています。（注）

端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、2ストップビット、フロー制御
なしに設定することをお勧めします。フロー制御を設定すると、コンソールバッファで輻輳が

発生し、予期しない動作が発生する可能性があります。

注意
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図 36 :シャーシへの USBコンソールケーブルの接続

USBタイプAのコンソールケーブル2RJ45ポート1

データ端末をコンソールポートに接続するには、次の手順を実行します。

始める前に

•ルータは完全にラックに装着され、電源に接続され、アースされている必要があります。

•コンソール、管理、およびネットワーク接続に必要なケーブルが利用可能である必要があ
ります。

• RJ-45ロールオーバーケーブルおよびDB9F/RJ-45アダプタはルータアクセサリキッ
トに含まれています。

•設置したルータの場所までネットワークケーブルを配線しておく必要があります。
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手順

ステップ 1 端末の動作値を 115200 bps、8データビット、パリティなし、2ストップビット、フロー制御なしに設定し
ます。フロー制御を設定すると、コンソールバッファで輻輳が発生し、予期しない動作が発生する可能性

があります。

ステップ 2 ケーブルの端末側をデータ端末のインターフェイスポートに接続します。

ステップ 3 ケーブルの反対側をコンソールポートに接続します。

次の表に、RJ-45ケーブルのピン配列情報を示します。

表 10 : RJ-45ストレートスルーケーブルのピン配列

信号RJ-45ピン

—1

—2

Tx3

アース（GND）4

GND5

Rx6

—7

—8

管理イーサネットポートへの接続
管理イーサネットポートはアウトオブバンド管理を行うためのものです。このポートに接続す

ることにより、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して IPアドレスでルータを管
理できます。このポートでは、RJ-45インターフェイスで10/100/1000イーサネット接続が使用
されます。

IPアドレスの競合を防ぐため、初期設定が完了するまで管理イーサネットポートを接続しな
いでください。

（注）

システム管理ポートにケーブルを接続するには、管理イーサネットポート上のRJ-45レセプタ
クルにカテゴリ 5のケーブルを直接接続します。
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図 37 :コンソールポート

GR-1089-COREに準拠するために、装置の屋内ポートでは、シールドされた建物内配線、ある
いは両端がアースに接続された配線を使用する必要があります。

（注）

始める前に

ルータの初期設定を完了する必要があります。

手順

ステップ 1 RJ-45レセプタクルに直接ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 RJ-45ケーブルのネットワーク側をスイッチ、ハブ、リピータ、またはその他の外部機器に接続します。

タイミングケーブルの接続

ケーブルをRSPに取り付けるときは、ファントレイを取り外せるように余分のケーブルのサー
ビスループを残すことを推奨します。

（注）
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ここでは、ルータにタイミングケーブルを接続する方法について説明します。

BITSインターフェイスへのケーブルの接続
ここでは、ルータの BITSポートにケーブルを接続する方法について説明します。

手順

ステップ 1 ルータの電源がオフであることを確認します。

ステップ 2 ストレート型のシールド付き RJ48C-to-RJ48Cケーブルを使用して BITSポートにケーブルの一方の端を接
続します。

ステップ 3 設置場所で BTSパッチまたは境界パネルにもう一方の端を接続します。

ステップ 4 ルータの電源をオンにします。

（注）

2つの BITSソースまたはY字型ケーブルの使用は任意です。各 BITS入力ポートは両方の RSPにルーティ
ングされるため、各 RSPの SETSデバイスは両方の BITS入力を認識できます。

警告

電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、BITSポートは屋内または露
出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シールドした上で、シール

ドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはそ
の配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、イ

ントラビルディングインターフェイス（GR-1089-COREに記載されているタイプ 2またはタイプ 4のポー
ト）での使用のみを目的に設計されており、露出OSP配線から分離する必要があります。一次保護装置を
追加しても、これらのインターフェイスを OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

GPSインターフェイスへのケーブルの接続
ここでは、周波数の入出力タイミング用にルータから GPS装置にケーブルを接続する方法に
ついて説明します。

10 MHzまたは 1-PPS入力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 Mini-Coaxケーブルのもう一方の端をルータの RSPにある 10MHzまたは 1PPSポートに接続します。
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10 MHzまたは 1 PPS出力インターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 スレーブ装置にMini-Coaxケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ルータの 10 MHzまたは 1 PPSポートにMini-Coaxケーブルのもう一方の端を接続します。

ToDインターフェイスへのケーブルの接続

手順

ステップ 1 GPS装置にストレートイーサネットケーブルの一方の端を接続します。

ステップ 2 ストレートイーサネットケーブルのもう一方の端をルータの RSPにある ToDまたは 1 PPSポートに接続
します。

警告

電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、ToDポートは屋内または露
出していない配線またはケーブルのみに接続してください。屋内ケーブルは、シールドした上で、シール

ドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブアセンブリの屋内ポートは、OSPまたはそ
の配線につながるインターフェイスに金属的に接続しないでください。これらのインターフェイスは、屋

内インターフェイス専用（GR-1089-COREに記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計さ
れており、屋外用のOSPケーブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのイン
ターフェイスを OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

（注）

GPSポートのピン割り当ての詳細については、ピン割り当ての表を参照してください。

GNSSアンテナインターフェイスへのケーブルの接続

GNSSモジュールは、ホットスワップ可能ではありません。（注）

1. GNSS RF INポートにシールド付き同軸ケーブルの一方の端を接続します。

2. SMAマッティングケーブルアセンブリのトルクは 3インチポンド以内に維持する必要が
あります。Cisco N540-24Z8Q2C-SYS、Cisco N540X-ACC-SYS、およびCisco N540-ACC-SYS
の場合、コネクタとの接触を確実にするためにわずかに長い嵌合 SMAコネクタを使用す
るときは、ナットとワッシャを取り外してもかまいません。
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3. シールド付き同軸ケーブルのもう一方の端を GNSSアンテナに接続します。複数の GNSS
モジュールが単一のアンテナに接続している場合は、パッシブスプリッタを使用します。

トランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

SFPモジュールの取り付けおよび取り外し
SFPまたは SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行う前に、この項の取り付けに関する説
明をお読みください。

ステートメント 1051-レーザー放射

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告

SFPまたは SFP+モジュールが取り付けられていない場合は、次の図のように、光モジュール
のケージにきれいな SFP/SFP+モジュールケージカバーを差し込んで、ラインカードを保護
してください。

注意

図 38 : SFP/SFP+モジュールケージカバー
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ケーブルを外した後は、SFPまたは SFP+モジュールにきれいなダストカバーを差し込んでモ
ジュールを保護してください。ファイバケーブルを別のモジュールの光ポートに差し込む場合

は、その前に、必ずファイバケーブルの光学面をクリーニングしてください。SFPまたはSFP+
モジュールの光ポート内に埃やその他の汚れが入らないようにしてください。光モジュール

は、埃によって遮られると正常に動作しません。

注意

SFPまたは SFP+モジュールの取り付けや取り外しは、光ファイバケーブルを接続した状態で
行わないことを強く推奨します。ケーブル、ケーブルコネクタ、またはモジュールの光イン

ターフェイスを損傷する可能性があります。SFPまたは SFP+モジュールの取り付けや取り外
しを行う前に、すべてのケーブルを外してください。モジュールの取り外しや取り付けを行う

と耐用年数が短くなる可能性があるため、本当に必要な場合以外はモジュールの取り外しや取

り付けを行わないでください。

注意

SFPまたは SFP+モジュールを取り付けると、モジュールの下部にある三角形のピンがレセプ
タクルの穴に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正

しく装着され、レセプタクルに固定されていることを示します。各 SFPまたは SFP+モジュー
ルをしっかりと押し込んで、モジュールがラインカードの指定レセプタクルに完全に装着され

固定されていることを確認してください。

（注）

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュール

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールには、モジュールの取り外しや取り付けに使用す
るクラスプが付いています（下記の図を参照）。

図 39 :ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュール

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り付け

このタイプの SFPまたは SFP+モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。
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ステップ 2 SFPモジュールを挿入する前に、ベールクラスプを閉じます。

ステップ 3 SFPモジュールをポートに合わせ、ポートに押し込みます（次の図を参照）。

図 40 :ポートへのベールクラスプ SFPモジュールの取り付け

（注）

SFPまたはSFP+モジュールを取り付けると、SFPモジュールの下部にある三角形のピンがレセプタクルの
穴に差し込まれる際にクリック音が聞こえます。このクリック音は、モジュールが正しく装着され、レセ

プタクルに固定されていることを示します。各 SFPモジュールをしっかりと押し込むことにより、SFPモ
ジュールがラインカードの割り当てられたレセプタクルに完全に装着および固定されていることを確認し

ます。

ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り外し

このタイプの SFPまたは SFP+モジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストまたはアンクルストラップを取り付けて、使用手順に従います。

ステップ 2 すべてのインターフェイスケーブルをポートから取り外します。その際、ラインカードのどのポートにど
のケーブルが接続されていたかを記録しておきます。

ステップ 3 SFPモジュールのベールクラスプを人差し指で開きます（下記の図を参照）。人差し指でベールクラスプ
を開くことができないときは、小さなマイナスドライバまたはその他の細長い工具を使用してベールクラ

スプを開きます。

ステップ 4 SFPモジュールを親指と人差し指でつまみ、慎重にポートから取り外します（下記の図を参照）。

（注）

この操作は、最初のインスタンス中に実行する必要があります。すべてのポートが装着された後では実行

できない可能性があります。
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図 41 :ベールクラスプ SFPまたは SFP+モジュールの取り外し

ステップ 5 取り外した SFPモジュールは、静電気防止用マットの上に置くか、（返却する場合）取り外し後、ただち
に静電気防止用袋に入れてください。

ステップ 6 ラインカードを保護するため、SFPモジュールが取り付けられていない光モジュールケージ内にきれいな
SFPモジュールケージカバーを挿入します。
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QSFPトランシーバモジュールの取り付けおよび取り外し

このセクションのQSFPという記述は、QSFP+、QSFP28、およびQSFP-DDを指します。光ト
ランシーバの詳細については、『CiscoOpticalTransceiverHandlingGuide』を参照してくださ
い。

（注）

ここでは、Quad Small Form-Factor Pluggable（QSFP）トランシーバモジュールの取り付け、配
線、取り外しについて説明します。これらのモジュールは、システムのモジュールポート電気

回路に銅線または光ファイバのネットワークを接続する、ホットスワップ可能な入出力（I/O）
デバイスです。

次の図に、400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュールを示します。

図 42 : 400ギガビット QSFP-DDトランシーバモジュール

QSFP-DDトランシーバ本体2プルタブ1

モジュール回路への電気接続3

ステートメント 1079-高温表面

このアイコンは、高温表面の警告です。熱くなっている表面の近くで作業する場合は注意して

ください。

警告
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概要

40ギガビット（GE）QSFP+および100ギガビット（QSFP28）トランシーバモジュールはホッ
トスワップ可能なパラレル光ファイバモジュールで、4個の独立した光送受信チャネルを備え
ています。これらのチャネルは、別の 40ギガビットQSFP+トランシーバで終端することも、
4個の独立した 10ギガビット SFP+トランシーバに分離することもできます。QSFP+トラン
シーバモジュールは、システムの電気回路を外部の光ネットワークに接続します。

次の図は、40ギガビット光 QSFP+トランシーバを示しています。トランシーバは主にスイッ
チ、ルータ、および SFP+モジュールよりも高密度なデータセンター機器内の短い距離で使用
されます。100ギガビット光 QSFP28トランシーバは、40ギガビット光 QSFPトランシーバに
似ています。

図 43 : 40ギガビット QSFP+トランシーバモジュール（光ファイバ）

モジュール回路への電気接続340GBASE QSFP+トランシーバ本体1

ベールクラスプラッチ2

必要な工具と機材

トランシーバモジュールの取り付けには次の工具が必要です。

• ESD（静電放電）の発生を防止するためのリストストラップまたはその他の個人用アース
装置

•トランシーバを置くための静電気防止用マットまたは静電気防止材

•光ファイバ端面のクリーニングツールおよび検査機器

光ファイバ接続の点検および清掃については、「トランシーバおよび光ケーブルのメンテナン

ス」を参照してください。

100ギガビットトランシーバモジュールの取り付け

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールには、ベールクラスプラッチまたはプルタブ
ラッチを付けることができます。両方のタイプのラッチの取り付け手順について説明します。
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QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱う場合やシステムモジュールに触れ
る場合は、必ず、静電気防止用リストストラップなどの個人用アースデバイスを使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを自分自身とシャーシまたはラックの適切な接地点に取り付けます。

ステップ 2 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュール本体のラベルを調べて、使用しているネットワークに適し
たモデルであることを確認します。

ステップ 4 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、光ボアダストプラグを取り外し、脇に置きま
す

ステップ 5 プルタブが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、IDラベルが上になるよう
にトランシーバを保持します。

ステップ 6 ベールクラスプラッチが付いているQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、ベールクラ
スプを垂直位置に合わせます。

ステップ 7 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールをトランシーバソケット開口部の前面に合わせ、ソケット
の電気コネクタに接触するまでQSFP+またはQSFP28トランシーバをソケットに慎重に挿入します（下記
の図を参照）。

図 44 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り付け（留め具式ラッチが付属している光トランシーバの図）
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ステップ 8 モジュールのトランシーバソケットに完全に装着されるまで、QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュー
ルの前面を親指でしっかりと押します（下記の図を参照）。

注意

ラッチが完全にかみ合っていないと、QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールが突然外れることが
あります。

図 45 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの装着（留め具式ラッチが付属している光トランシーバの図）

ステップ 9 光 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールの場合は、ネットワークインターフェイスケーブルを
接続する準備が整うまで、QSFP+または QSFP28トランシーバの光ボアにダストプラグを再び取り付けま
す。ダストプラグは、ネットワークインターフェイスケーブルを取り付ける準備ができるまで外さないで

ください。

光ネットワークケーブルの接続

始める前に

ダストプラグを取り外して光接続を確立する前に、次の注意事項に従ってください。

•接続の準備が整うまで、未接続の光ファイバケーブルコネクタとトランシーバの光ボアに
保護用ダストプラグを付けておきます。
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•接続の直前に、MPOコネクタの終端を点検および清掃してください。光ファイバ接続の
検査と清掃方法の詳細については、『光ファイバ接続の検査とクリーニングの手順』マ

ニュアルを参照してください。

•光ファイバケーブルを抜き差しするときは、MPOコネクタハウジングだけをつかんでく
ださい。

QSFPトランシーバモジュールは、誤挿入を防ぐために、特定の向きにしか挿入できないよう
になっています。

（注）

光 QSFPトランシーバのマルチファイバプッシュオン（MPO）コネクタは、物理接触（PC）
または超物理的接触（UPC）フラット研磨面タイプのネットワークインターフェイスケーブ
ルに対応しています。光 QSFPトランシーバのMPOコネクタは、斜め研磨接触（APC）面タ
イプのネットワークインターフェイスケーブルには対応していません。

（注）

手順

ステップ 1 光ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタからダストプラグを取り外します。ダストプ
ラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 MPOコネクタの光ファイバ端面を点検および清掃します。

ステップ 3 トランシーバモジュールの光ボアからダストプラグを取り外します。

ステップ 4 ネットワークインターフェイスケーブルのMPOコネクタをトランシーバモジュールにただちに接続しま
す（次の図を参照）。

図 46 :トランシーバモジュールのケーブル配線
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100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し

QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールは、静電気の影響を受けやすいデバイスです。
QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り扱ったり、モジュールに触れたりする
場合は、静電気防止用リストストラップや類似した個別のアースデバイスを常に使用してく

ださい。

注意

QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 光QSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、QSFP+またはQSFP28トランシーバコネクタ
からネットワークインターフェイスケーブルを取り外します。

ステップ 2 ベールクラスプラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行しま
す（下記の上の図を参照）。

a) ベールクラスプを水平位置まで下げます。

b) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。
c) QSFP+または QSFP28トランシーバの側面を持ち、トランシーバをスライドさせてモジュールソケッ
トから抜き取ります。

ステップ 3 プルタブラッチが付いたQSFP+またはQSFP28トランシーバモジュールの場合は、以下を実行します（下
記の下の図を参照）。

a) ただちに、トランシーバの光ボアにダストプラグを取り付けます。

b) タブを持ってゆっくりと引き、トランシーバをソケットから解除します。
c) トランシーバをスライドさせてソケットから抜き取ります。

図 47 : 100ギガビット QSFP28トランシーバモジュールの取り外し
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ステップ 4 QSFP+または QSFP28トランシーバモジュールを静電気防止袋に格納します。

インターフェイスポートの接続
ネットワーク接続のために、上の光インターフェイスポートを他のデバイスに接続できます。

ネットワークへの光ファイバポートの接続

使用しているのモデルによっては、QSFP+またはQSFP28トランシーバを使用できます。一部
のトランシーバはトランシーバに接続する光ファイバケーブルで動作し、その他のトランシー

バは事前に接続されている銅ケーブルで動作します。ポート用の光ファイバケーブルを取り付

けるには、トランシーバに光ファイバケーブルを取り付ける前に、1ギガビット光ポート用の
SFPトランシーバを取り付けるか、10ギガビット光ポート用の SFP+トランシーバまたは 100
ギガビットポート用の QSFP+トランシーバを取り付ける必要があります。

トランシーバの取り付けおよび取り外しを行うと、耐用年数が短くなります。トランシーバの

取り外しや取り付けは、本当に必要な場合以外は行わないでください。トランシーバの取り付

けや取り外しは、ケーブルやトランシーバの損傷を防ぐため、ケーブルを外してから行うこと

を推奨します。

注意

ネットワークからの光ポートの接続解除

光ファイバトランシーバを取り外す必要がある場合は、光ファイバケーブルをトランシーバ

から取り外してから、トランシーバをポートから外す必要があります。

トランシーバおよび光ケーブルのメンテナンス
高精度の信号を維持し、コネクタの損傷を防ぐためには、トランシーバおよび光ファイバケー

ブルを埃のない清潔な状態に保つ必要があります。減衰（光損失）は汚れによって増加しま

す。減衰量は 0.35 dB未満でなければなりません。

メンテナンスの際には、次の注意事項に従ってください。

•トランシーバは静電気に敏感です。静電破壊を防止するために、アースしたシャーシに接
続している静電気防止用リストストラップを着用してください。

•トランシーバの取り外しおよび取り付けは、必要以上に行わないでください。取り付けお
よび取り外しを頻繁に行うと、耐用年数が短くなります。

•未使用の光接続端子には、必ずカバーを取り付けてください。埃によって光ファイバケー
ブルの先端が傷つかないように、使用前に清掃してください。
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•コネクタの端に触れないように注意してください。端に触れると指紋が残り、その他の汚
染の原因となります。

•コネクタを定期的に清掃してください。必要な清掃の頻度は、設置環境によって異なりま
す。また、埃が付着したり、誤って手を触れたりした場合は、コネクタを清掃してくださ

い。ウェットクリーニングやドライクリーニングが効果的です。設置場所の光ファイバ

接続清掃手順に従ってください。

•埃が付着していないこと、および損傷していないことを定期的に確認してください。清掃
後に顕微鏡を使用してファイバの先端を調べ、損傷の有無を確認してください。
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